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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
三
十
三
号
で
す
。

◆◆◆◆
開開開開
運運運運

城城城城
下下下下
町町町町
山山山山
形形形形
七七七七
福福福福
神神神神
◆◆◆◆

『
舞
子
の
い
る
街
Y
A
M
A
G
A
T
A

W
A
L
K
E
R

開
運

城
下
町
山
形
七
福
神
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間

四
月
一
日
～
十
二
月
一
日

期
間
中
に
「
城
下
町
山
形
七
福
神
」
を
参
拝
し
、

御
朱
印
を
御
朱
印
色
紙
に
押
し
て
下
さ
い
。

御
朱
印
色
紙
の
印
欄
を
全
部
埋
め
た
方
、
先
着

千
名
様
に
完
成
記
念
と
し
て
、
「
開
運
城
下
町
山

形
七
福
神
護
符
（
御
守
）
」
を
進
呈
い
た
し
ま
す
（
千

名
様
以
降
は
特
製
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
。

【
旅
篭
町
の
恵
比
寿
神

湯
殿
山
神
社
】

○
山
形
市
旅
篭
町
三
ー
四
ー
六

【
旅
篭
町
の
布
袋
尊

香
味
庵
ま
る
は
ち
】

○
山
形
市
旅
篭
町
二
ー
一
ー
五

【
七
日
町
の
弁
財
天

瑞
光
山
建
昌
寺
】

○
山
形
市
七
日
町
四
ー
一
ー
二
二

【
七
日
町
の
大
黒
天

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
】

○
山
形
市
七
日
町
二
ー
七
ー
六

【
七
日
町
の
寿
老
人

山
形
屋
台
村
ほ
っ
と
な
る

横
丁
】

○
山
形
市
七
日
町
二
ー
一
ー
一
四
ー
六

【
諏
訪
町
の
福
禄
寿

諏
訪
神
社
】

○
山
形
市
諏
訪
町
一
ー
一
ー
五
五

【
十
日
町
の
毘
沙
門
天

山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の

蔵
】

○
山
形
市
十
日
町
二
ー
一
ー
八
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水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
は
、
「
第
八
回

木

の
建
築
賞
」
で
「
日
集
協
集
成
材
建
築
賞
」
と
「
メ

ン
バ
ー
ズ
チ
ョ
イ
ス
賞
」
を
ダ
ブ
ル
で
受
賞
し

ま
し
た
。

「
日
集
協
集
成
材
建
築
賞
」
は
大
賞
に
次
ぐ
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
相
当
。
そ
し
て
「
メ
ン
バ
ー
ズ

チ
ョ
イ
ス
賞
」
は
二
次
選
考
時
の
投
票
で
最
多

投
票
を
得
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

【【【【
木木木木
のののの
建建建建
築築築築
賞賞賞賞
】】】】

こ
の
賞
は
N
P
O
法
人
木
の
建
築
フ
ォ
ラ
ム

（
理
事
長
・
坂
本
功
東
大
名
誉
教
授
）
が
二
〇
〇

四
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

木
の
建
築
に
関
わ
る
方
々
が
自
ら
の
仕
事
や

活
動
を
発
表
し
、
相
互
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、

賞
の
選
考
過
程
を
こ
れ
か
ら
の
木
の
建
築
の
あ

る
べ
き
方
向
を
探
る
議
論
の
場
と
す
る
賞
で
す
。

全
国
を
四
つ
の
地
域
に
分
割
し
、
年
一
回
い

ず
れ
か
の
地
域
で
開
催
さ
れ
、
四
年
で
全
国
を

一
巡
し
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
は
北
海
道
、
東
北
、
新
潟
県
が

対
象
地
域
で
し
た
。

選
考
の
基
準
と
し
て
は
、

一
、
地
域
の
文
化
や
風
土
が
表
現
さ
れ
、
木
の
建

築
文
化
と
芸
術
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
。

ニ
、
木
材
を
主
と
し
て
用
い
、
森
林
の
保
全
と
木

材
産
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
。

三
、
職
人
や
工
務
店
が
主
体
と
な
っ
て
つ
く
り
、

木
の
建
築
技
術
の
継
承
と
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
こ
と
。

四
、
木
の
循
環
的
利
用
が
図
ら
れ
、
木
の
建
築
の

修
復
や
再
利
用
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
も
の
。

大
賞
に
こ
そ
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

二
次
選
考
の
審
査
員
や
発
表
者
に
よ
る
投
票
で

は
第
一
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
目
線
で
、
意
匠
性
の
高
さ
等
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
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二
〇
一
〇
年
四
月
二
八
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

し
た
。

三
周
年
を
迎
え
る
四
月
に
は
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

御
殿
堰
で
は
、
街
中
に
い
な
が
ら
に
し
て
四
季
の

移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

季
節
ご
と
に
違
っ
た
表
情
を
魅
せ
て
く
れ
る
御

殿
堰
に
、
皆
さ
ま
に
繰
り
返
し
お
越
し
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
で
は
、
オ
ー
プ
ン

三
周
年
を
記
念
し
て
、
様
々
な
企
画
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【【【【
舞舞舞舞
子子子子
とととと
写写写写
真真真真
をををを
撮撮撮撮
ろろろろ
うううう
】】】】

四
月
二
八
日

午
後
一
時
～
午
後
三
時

二
人
の
舞
子
さ
ん
が
皆
様
を
お
待
ち
致
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
記
念
撮
影
を
ど
う
ぞ
！

【【【【
おおおお
よよよよ
げげげげ
鯉鯉鯉鯉
のののの
ぼぼぼぼ
りりりり
】】】】

四
月
一
六
日
～
五
月
七
日

御
殿
堰
緑
地
を
大
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し
下
さ
い
。

【【【【
人人人人
力力力力
車車車車
乗乗乗乗
車車車車
体体体体
験験験験
】】】】

四
月
二
八
日
～
五
月
五
日
の
八
日
間

風
薫
る
五
月
。
人
力
車
か
ら
御
殿
堰
の
景
色

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

御
殿
堰
周
遊
コ
ー
ス
を
無
料
で
体
験
で
き
ま

す
。
所
要
時
間
は
記
念
撮
影
を
含
め
て
十
分
程

度
で
す
。

受
付
に
て
整
理
券
を
配
布
致
し
ま
す
。

【【【【
おおおお
茶茶茶茶
のののの
振振振振
るるるる
舞舞舞舞
いいいい
】】】】

四
月
二
八
・
二
九
日

五
月
三
・
四
・
五
日

そ
ば
処
庄
司
屋
前
に
て
、
新
茶
・
そ
ば
茶
・

暖
か
い
コ
ー
ヒ
ー
・
く
わ
茶
を
日
替
わ
り
で
振

る
舞
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

【【【【
創創創創
作作作作
五五五五
月月月月
吊吊吊吊
りりりり
飾飾飾飾
りりりり
展展展展
示示示示
】】】】

四
月
一
七
日
～
五
月
七
日

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
手
作
り
の
吊
り
飾
り
を
、
今

年
も
水
の
町
屋
軒
下
に
展
示
致
し
ま
す
。

【【【【
御御御御
殿殿殿殿
堰堰堰堰
紙紙紙紙
芝芝芝芝
居居居居
劇劇劇劇
場場場場
】】】】

五
月
五
日

一
回
目

午
前
十
一
時
～

ニ
回
目

午
後
〇
時
半
～

三
回
目

午
後
二
時
～

子
供
の
日
に
合
わ
せ
て
、
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

昔
な
つ
か
し
い
ぜ
ひ
お
子
様
と
ご
一
緒
に

お
越
し
下
さ
い
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
企
画
を
準
備
中
で
す
。

随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

次号の発行は五月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを

楽しみにしています。


